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大
正
十
五
年
に
は
公
園
西
部
の
整
備
が
終
わ
り
、
六
町
九

反
二
三
歩
と
い
う
広
大
な
園
地
が
沼
田
町
に
寄
付
さ
れ
、
そ

の
後
も
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
プ
ー
ル
な
ど
が
備
わ
っ
た

大
公
園
と
し
て
拡
張
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
昭
和
六
（
一
九 

三
一
）
年
に
久
米
が
急
逝
し
て
頓
挫
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
十
（
一
九
五
五
）
年
に
都
市
計
画
公
園
事
業
の
決
定
を
受

け
て
公
園
整
備
が
再
開
さ
れ
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
上
州
の
山
々

と
沼
田
の
町
を
足
下
に
望
む
沼
田
公
園
と
し
て
今
に
あ
る
。

芳
し
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
前
掲
の
『
建
設
人
物
史
』
で
は
、

「
久
米
は
官
大
を
出
た
知
識
人
で
、
な
か
な
か
太
っ
肚
な
人

物
で
あ
っ
た
が
、
エ
リ
ー
ト
意
識
が
強
く
、
常
に
馬
車
を
乗

り
廻
し
て
生
活
は
豪
奢
を
極
め
た
」
と
ト
ゲ
が
あ
る
。

　

ま
た
『
日
本
鉄
道
請
負
業
史　

明
治
篇
』
で
は
、
請
負
業

者
と
し
て
の
事
績
は
そ
っ
ち
の
け
で
、
地
方
侠
客
ら
と
の
悶

着
や
、
志
岐
信
太
郎
と
の
仲
た
が
い
の
顛
末
な
ど
に
字
数
を

割
い
て
い
る
。
志
岐
と
い
う
人
物
は
、
後
に
志
岐
組
を
興
し

て
内
外
の
鉄
道
工
事
に
活
躍
す
る
が
、
こ
の
頃
は
参
宮
鉄
道

会
社
の
技
手
を
し
て
お
り
、
奥
羽
線
の
失
敗
を
打
開
し
よ
う

と
す
る
久
米
に
よ
っ
て
引
き
抜
か
れ
て
い
た
。
本
書
に
よ
れ

ば
、
久
米
は
す
こ
ぶ
る
「
太
っ
肚
」
で
、
下
請
け
の
値
増
し

や
、金
筋
か
ら
の
小
遣
い
の
無
心
な
ど
、「
よ
し
よ
し
」
と
引

き
受
け
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
志
岐
は
苦
言
を
呈
し
、
久
米
を

無
視
し
て
所
信
を
つ
ら
ぬ
い
た
と
こ
ろ
、「
太
っ
肚
の
所
あ

り
と
雖
も
又
一
面
に
稚
気
あ
り
」
と
い
う
久
米
の
不
興
を
買

い
、
総
利
益
の
二
割
を
与
え
る
と
い
う
約
束
を
反
故
に
さ
れ

て
一
割
に
値
切
ら
れ
た
、
な
ど
と
あ
げ
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
久
米
の
「
太
っ
肚
」
と
郷
土
愛
は
本
物
だ
っ
た

よ
う
で
、
荒
城
と
な
り
果
て
た
沼
田
城
址
を
公
園
と
し
て
整

備
し
、
沼
田
町
に
寄
付
す
る
と
打
診
し
た
。
工
事
は
大
正
五

（
一
九
一
六
）
年
か
ら
は
じ
ま
り
、自
ら
直
接
指
揮
す
る
意
気

込
み
で
、
久
米
は
こ
の
公
園
を
寿
楽
園
と
呼
ん
だ
。

て
、
手
前
の
沼
田
公
園
で
お
ろ
し
て
も
ら
っ
た
。
沼
田
公
園

は
沼
田
駅
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
は
い
な
い
が
、
沼
田
市
が
誇

る
壮
大
な
河
岸
段
丘
の
上
に
あ
る
の
で
、
段
丘
下
の
駅
か
ら

で
は
公
園
へ
戻
る
の
に
一
苦
労
と
な
る
か
ら
だ
。

　

沼
田
公
園
は
、
地
元
出
身
の
実
業
家
で
あ
る
久
米
民
之
助

が
、
私
財
を
投
じ
て
整
備
し
た
寿
楽
園
が
前
身
と
な
る
。
久

米
は
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
沼
田
藩
士
の
子
に
生
ま
れ
、

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
工
部
大
学
校
を
首
席
で
卒
業

す
る
と
、
宮
内
省
に
入
省
し
て
皇
居
の
二
重
橋
の
設
計
・
造

営
に
携
わ
る
が
、
わ
ず
か
二
年
で
野
に
下
り
、
大
成
建
設
の

前
身
で
あ
る
大
倉
喜
八
郎
の
大
倉
組
に
入
社
す
る
。
そ
し
て

明
治
二
十
三
年
に
は
、
二
十
九
歳
に
し
て
久
米
工
業
事
務
所

を
設
立
し
、主
に
内
外
の
鉄
道
工
事
を
手
が
け
た
。『
建
設
人

物
史
』
の
上
巻
に
は
、「
創
業
第
一
歩
の
工
事
は
、九
州
鉄
道

の
佐
賀
工
区
で
、
次
い
で
請
負
っ
た
奥
羽
線
で
は
大
穴
を
あ

け
、
資
金
系
統
の
大
倉
組
に
莫
大
な
借
財
を
残
し
た
が
、
九

州
鉄
道
で
再
び
挽
回
し
、
以
来
明
治
中
期
の
請
負
業
界
で

赫
々
の
盛
名
を
壇
に
し
た
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
請
負
業
以
外

で
も
タ
バ
コ
・
葉
巻
の
製
造
販
売
や
、
製
氷
会
社
な
ど
を
興

し
て
成
功
を
お
さ
め
た
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
久
米
だ
っ
た
が
、
請
負
業
界
で
の
評
判
は

馬
県
沼
田
市
に
あ
る
老お

い

神が
み

温
泉
か
ら
の
帰
り
、
沼
田

駅
へ
直
行
す
る
ホ
テ
ル
の
送
迎
バ
ス
に
無
理
を
言
っ
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